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○

医師の体H診療手当

Q:医師等の休日休診に対処するため、私

の所属する医師会では、当番制で、地方自治

体が設置した施設に出向き、地方自治体が備
え付けた器具及び医薬品を使用して診療にあ

たっています。

この場合の報酬は、患者の数や診療の程度

にかかわらず、1回の派遣ごとに5万円とな

っていますが、これは事業所得になりますか。

ヱヘ：事業所得ではなく、給与所得になりま

す◎

【解説】

いわゆる自由職業者が役務提供の対価とし

て受けるものは、原則として、それが雇用契

約又はそれに類する契約に基づくものであれ

ば給与所得に、委任契約等に基づくものであ

る場合には事業又は雑所得となります。

この区分については、非独立的労務の対価

としての性格が強いものは給与所得とし、そ

の他のものは事業又は雑所得と考えられます。

ご質問の場合、非独立的労務の対価として

の性格が強いといえますから、給与所得に該

当します。

一方、休日、祭日又は夜間に地方公共団体

から委嘱を受けて自己の経営する診療所にお

いて来院した患者を診療する場合に、地方公

共団体から支給される休日診療手当について

は、事業所得になります。
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